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調査研究期間等 

調査研究期間 令和２年６月２日 ～ 令和３年３月３日 

調査研究事項 ≪委託研究：夜間中学における教育活動充実に係る調査研究≫ 

Ⅵ.その他の夜間中学における教育活動充実に関すること 

キ.経済負担を考慮した効果的な学校行事や校外活動等の在り方

について 

調査研究のねらい Ⅵ.その他の夜間中学における教育活動充実に関すること 

 

キ.経済負担を考慮した効果的な学校行事や校外活動等の在り方 

について 

本市夜間学級には外国籍の生徒や高齢の生徒が多く在籍してお

り、近畿夜間中学校生徒会連合会による交流行事に年３回参加し

ている。近畿圏の夜間学級で、ともに学んでいる他校の生徒との

交流の機会として、多くの生徒の参加を促したい。 

 昨年度「夜間中学校の設置促進・充実事業」を活用することに

より、交流行事への参加率の向上の成果が見られた。特に車椅子

や手押し車を利用する生徒の交流行事への参加の後押しとなった

。本年度は「生徒の交流行事へのさらなる参加率の向上」をねら

いとし、以下のことが生徒の支援になると考えられる。 

＜外国籍の生徒に対して＞ 

・交通費負担の軽減 

・土地勘がないため個人で学校外の場所に集合することが困難な

生徒への支援 

＜高齢の生徒に対して＞ 

・交通費負担の軽減 

・移動に関する体力的な負担軽減 

 このようなことを踏まえ、参加率向上の取組として、各行事へ

の参加に貸切バスを利用し、移動に対する経済的な負担、体力的

な負担の軽減を図るとともに、安心して参加できる環境を整える

。 

 また、本市夜間学級には外国籍の生徒が全体の約８割（国籍は

１２ヶ国）を占めており、「あいうえお」の基本的な学習から始

める生徒も多数在籍している。 

 このような状況の中、言語文化の違いから孤立感を深め、コミ

ュニケーション不足に陥り、学校生活になかなか馴染むことがで

きず、集中して学習に取り組むことが困難な生徒がいる。 

 本市夜間学級では、日本語の習熟度の低い生徒に対する、日本

語能力の向上が課題となっている。日本語のつまづきをなくすこ

とが、年齢や学習歴、国籍の異なる多様な生徒同士の人間関係づ

くりにつながっていくと考える。 



日本語指導力向上の一つとして、生徒に対し、音楽を用いた効

果的な日本語指導法を行う。音楽を用いることにより、日本語の

理解力の向上、正しい発音の習得、そしてイントネーションが改

善される効果、そして生徒同士のコミュニケーション能力の向上

を期待する。 

そして、学習の成果として生徒がミニコンサートに参加し、どこ

まで日本語の歌詞の意味を理解できたのか、どのくらい日本語の

フレーズなどを言えるようになったのか等を授業でのペアワーク

活動やパフォーマンステストで検証し、今後の学習活動に生かし

ていく。 

 

調査研究の成果 

 

 

 

 

＜Ⅵ.その他の夜間中学における教育活動充実に関すること＞ 

キ.経済負担を考慮した効果的な学校行事や校外活動等の在り

方について 

【５月】 

〇新入生歓迎集会（大阪市立北区民センター）校外学習について 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響で開催中止になり、参加

人数の集計、アンケート及び感想文提出については未実施である

。 

 

【１０月】 

〇連合運動会（東大阪アリーナ） 

・近畿夜間中学校生徒会連合会主催の連合運動会への参加につい

て 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響で開催中止になり、参加

人数の集計、アンケート及び感想文提出については未実施である

。 

【１～２月】 

〇連合作品展（岸和田市立岸城中学校） 

・近畿夜間中学校生徒会連合会主催の連合作品展への参加につい

て 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響で開催中止になり、参加

人数の集計、アンケート及び感想文提出については未実施である

。 

 

〇ミニコンサート計画立案及び実施（殿馬場中学校） 

・令和３年２月９日（火）に実施予定であったが、緊急事態宣言

にともない開催中止となり、参加人数を集計、アンケート及び感

想文の提出については未実施である。 

 

 


